
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
二
〇
〇
八
年
三
月
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
定
年
退
職
、
京
都
大

片
柳榮
一
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
名
誉
教
授

略年
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
績
目
録

一
九
四四
（
昭
和
十
九
）
年
七
月
十
三
日
　
栃
木
県
に
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
書

一
九
六
三年
三
月
栃
木
県
立
足
利
高
等
学
校
卒
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
　
『
初
期
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
哲
学
の
形
成
ー
第
一
の
探
究

一
九
六
三年
四
月
京
都
大
学
文
学
部
入
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
自
由
』
創
文
社

一
九
六
七年
三
月
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
基
督
教
学
卒
業

一
九
六
七年
四
月
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
基
督
教
学
　
　
論
文

　
　
　
　
　
　
　

専
攻
入
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
九
七
八
　
「
第
一
の
探
究
す
る
自
由
」
『
中
世
思
想
研
究
』
第
二
十
号
、

一
九

六
九年
四
月
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
基
督
教
学
　
　
　
　
　
　
　
四
七
－
六
五
頁

　
　
　
　
　
　
　

専
攻
進
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
．
．
毫
o
同
貯
げ
①
ω
叶
Φ
窪
α
興
q
暮
興
ω
o
ぽ
Φ
匹
匹
興
諺
口
讐
ω
瓜
爵
鼠
・

一
九
七
二年
三
月
　
右
単
位
取
得
退
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貯
ω
ω
ロ
ロ
α
q
N
鼠
ω
。
冨
口
諺
゜
＜
8
国
霞
爵
o
評
二
巳
囚
．
国
o
莞
．
、

一
九
七
二
年
四月
　
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
関
西
学
院
大
学
欧
文
紀
要
』
区
×
＜
H
H
も
゜
H
㌣
゜
。
°
。

一
九
七
三
年
十月
　
ド
イ
ツ
学
術
交
換
奉
仕
会
（
D
A
A
D
）
留
学
生
と
　
　
　
｝
九
七
九
　
「
若
き
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
〈
民
族
宗
教
〉
の
理
想
と
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
に
て
　
　
　
　
　
　
　
ト
教
の
実
定
性
ω
」
『
関
西
学
院
大
学
論
放
』
第
三
十
九
号
、

　
　
　
　
　
　
　

哲学
、
神
学
を
学
ぶ
（
一
九
七
六
年
三
月
ま
で
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
ー
六
四
頁

一
九
七
六
年
四月
　
関
西
学
院
大
学
商
学
部
専
任
講
師
（
ド
イ
ツ
語
）
　
　
　
　
　
　
　
　
「
若
き
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
〈
民
族
宗
教
〉
の
理
想
と
キ
リ
ス

一
九
八
〇年
四
月
　
関
西
学
院
大
学
商
学
部
助
教
授
（
ド
イ
ツ
語
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
教
の
実
定
性
②
」
『
関
西
学
院
大
学
論
致
』
第
四
十
二
号
、

一
九
八
七年
四
月
神
戸
大
学
教
養
部
助
教
授
（
倫
理
学
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
－
九
九
頁

一
九
八
九年
四
月
　
神
戸
大
学
教
養
部
教
授
（
倫
理
学
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
マ
ニ
教
」
『
商
学
論
究
』
第
二
十
七

一
九
九

二年
四
月
　
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
（
行
為
規
範
論
）
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
号
、
六
四
一
－
六
六
〇
頁

一
九
九
九
年
四月
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
学
）
　
　
　
　
　
　
　
コ
①
ω
ロ
ω
冨
菖
げ
葭
ω
」
『
中
世
思
想
研
究
』
第
二
十
二
号
、
二
五
1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　
　
　
　

四

七
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
九
八
八
　
「
哲
学
と
宗
教
」
『
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
現
在
』
世
界
思
想
社
、

　
　
　
　

「絶
対
の相
の
下
に
ー
若
き
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
悪
の
　
　
　
　
　
　
二
六
ニ
ー
二
七
五
頁

　
　
　
　
問
題
」
『
基
督
教
学
研
究
』
第
三
号
、
六
九
－
九
七
頁
　
　
　
　
　
一
九
八
九
　
「
相
応
し
い
呼
び
か
け
8
ロ
陰
帥
く
o
雷
賦
o
に
つ
い
て
1

一
九八
一
　
「
若
き
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
〈
民
族
宗
教
〉
の
理
想
と
キ
リ
ス
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
恩
恵
論
の
核
心
」
『
神
戸
大
学
教
養
部

　
　
　
　
ト
教
の
実
定
性
㈹
」
『
関
西
学
院
大
学
論
孜
』
第
四
十
五
号
、
　
　
　
　
　
　
　
紀
要
　
論
集
』
第
四
十
三
号
、
一
ー
二
二
頁

　
　
　
　

二
七－
四
九
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
由
を
め
ぐ
る
生
と
思
索
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ト

一
九

八
二　
「
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
と
歴
史
の
哲
学
」
『
商
学
論
究
』
第
二
十
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
場
合
」
『
変
革
期
の
思
索
』
ミ
ネ
ル

　
　
　
　

九
記
念号
、
七
一
七
ー
七
三
七
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
ー
三
六
頁

一
九
八
三　
「
創
造
に
お
け
る
8
昌
く
曾
ω
δ
」
『
中
世
思
想
研
究
』
第
二
十
五
　
　
　
一
九
九
一
　
．
．
目
ゲ
Φ
　
冨
曾
。
o
昌
窒
o
⊆
ω
く
0
8
寓
o
昌
．
．
讐
0
9
貯
o
冨
昌
〇
四

　
　
　
　
号
、
五
九
－
七
九
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
磐
ω
自
乱
餌
昌
斜
　
ぎ
ω
陣
昇
三
ω
8
『
昼
二
Φ
諺
口
碧
ω
自
巳
Φ
P

　
　
　
　

「ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論
」
『
基
督
教
学
研
究
』
第
六
　
　
　
　
　
　
　
い
o
ロ
＜
Φ
ロ
も
゜
。
。
謡
－
ω
δ

　
　
　
　
号
、
一
三
五
－
一
五
五
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
二
　
「
知
と
疑
と
信
」
『
中
世
思
想
研
究
』
第
三
十
四
号
、
四
五
－
六

一
九
八
四

「
H
目
四
〇
q
o
u
①
凶
と
し
て
の
精
神
の
自
覚
の
三
一
的
構
造
」
『
基
　
　
　
　
　
　
二
頁

　
　
　
　

督
教
学
研究
』
第
七
号
、
二
八
i
四
九
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
〈
ホ
ル
テ
ン
シ
ウ
ス
体
験
〉
と
〈
知

一
九

八
五　
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
カ
ン
ト
ー
日
轟
拐
N
①
巳
⑦
拐
の
問
題
を
　
　
　
　
　
　
　
恵
の
探
究
〉
へ
の
決
意
」
『
中
世
哲
学
研
究
』
第
十
二
号
、
四

　
　
　
　
め
ぐ
っ
て
」
『
関
西
学
院
大
学
論
放
』
第
五
九
号
、
一
ー
二
〇
頁
　
　
　
　
　
　
　
九
ー
六
〇
頁

　
　
　
　

「時間
空
間
論
の
展
開
」
『
新
岩
波
講
座
　
哲
学
』
第
七
巻
、
　
　
　
一
九
九
五
　
「
超
越
目
冨
5
ω
N
o
巳
Φ
自
問
題
と
カ
ン
ト
の
純
粋
悟
性
概
念

　
　
　
　

六
八－
九
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
超
越
論
的
演
繹
」
『
近
代
』
神
戸
大
学
近
代
発
行
会
、
第
七

　
　
　　
．
，
∪
器
田
昌
Φ
巴
ω
匹
器
国
ヨ
四
〇
げ
Φ
肱
『
関
西
学
院
大
学
欧
文
　
　
　
　
　
　
　
十
八
号
、
九
一
－
一
〇
八
頁

　
　
　
　

紀要
』
×
×
×
署
も
゜
b
。
ω
1
ω
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
　
「
二
つ
の
恩
恵
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
謎
責
と
恩
恵
』
十
－

一
九

八
七　
、
，
U
凶
Φ
興
ω
8
午
Φ
ま
o
津
ユ
⑦
゜
・
ω
⊆
o
げ
窪
ω
壱
ニ
ヨ
凹
ρ
口
器
話
昌
9
　
　
　
　
　
　
　
十
二
章
」
『
基
督
教
学
研
究
』
第
十
六
号
、
八
七
ー
一
〇
九
頁

　
　
　
　与
①
詳
器
ー
諺
¢
碧
ω
口
づ
貯
O
霧
ω
団
o
冨
o
ロ
ヨ
．
．
”
ω
言
島
〇
　
　
一
九
九
六
　
「
叡
知
界
に
留
ま
る
魂
－
魂
の
本
来
性
を
め
ぐ
る
プ
ロ

　
　
　
　
Φ9
Φ
ヨ
Φ
艮
島
ω
〈
ぎ
讐
ω
餓
巳
き
¢
ヨ
V
N
α
も
゜
ω
詞
－
。
。
刈
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ヌ
ス
の
議
論
」
『
人
間
存
在
論
』
第
三
号
、
四
六
五
－
四



　
　
　
　
　
七
五
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
二
〇
〇
四
　
「
同
一
性
と
差
異
性
と
の
新
た
な
理
解
を
求
め
て
ー
コ
リ

一
九
九
七　
「
残
さ
れ
た
二
つ
の
脱
自
的
i
地
平
的
図
式
ー
一
九
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ン
グ
ウ
ッ
ド
の
歴
史
理
解
を
通
し
て
」
『
京
都
大
学
大
学
院
文

　
　
　
　　
七
年
夏
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
」
『
近
代
』
、
神
戸
大
学
近
代
発
行
会
、
　
　
　
　
　
　
　
学
研
究
科
2
1
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

　
　
　
　　
一
五
一
－
一
六
八
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
－
第
二
回
報
告

一
九
九

八　
「
こ
の
世
界
へ
の
、
こ
の
世
界
か
ら
の
超
出
ー
ハ
ン
ナ
・
　
　
　
　
　
　
　
書
皿
』
、
一
六
三
1
【
八
〇
頁

　
　
　
　　
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
」
『
基
督
教
学
研
　
　
二
〇
〇
五
　
「
超
越
論
的
統
覚
と
コ
ギ
ト
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
視

　
　
　　
　
究
』
第
十
八
号
、
九
五
1
＝
四
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
か
ら
」
『
京
都
学
派
の
伝
統
と
カ
ン
ト
ー
カ
ン
ト
没
後

　
　
　
　　
「
時
と
永
遠
－
波
多
野
精
一
」
『
日
本
の
哲
学
を
学
ぶ
人
の
た
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
年
記
念
学
会
公
開
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
、
八
四
－
一

　
　
　
　　
め
に
』
、
常
俊
宗
三
郎
編
、
世
界
思
想
社
、
二
五
七
－
二
八
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
頁

一
九
九
九　
「
超
越
の
解
明
ー
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
カ
ン
ト
解
釈
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
「
存
在
と
存
在
の
彼
方
」
『
哲
学
は
何
を
問
う
べ
き
か
』
（
竹
市

　
　
　
　　
て
」
『
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
　
文
化
学
年
報
』
第
　
　
　
　
　
　
　
明
弘
・
小
浜
善
信
編
著
）
晃
洋
書
房
、
三
－
二
一
頁

　
　
　　
　
十
八
号
、
六
七
－
一
〇
四
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
〈
知
あ
る
無
知
匹
o
。
鼠
凶
讐
9

二
〇
〇
〇　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
コ
ギ
ト
」
『
哲
学
研
究
』
第
五
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
冨
邑
四
〉
」
『
基
督
教
学
研
究
』
第
二
十
五
号
、
一
ー
一
九
頁

　
　
　　
　
号
、
二
〇
1
五
二
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
　
「
ボ
サ
ン
ケ
と
西
田
幾
多
郎
」
『
西
田
哲
学
年
報
』
第
三
号
、

二
〇〇
二
　
「
人
間
の
内
の
恒
久
な
る
も
の
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
　
　
　
　
　
　
七
一
－
八
五
頁

　
　
　　
　
〈
神
の
似
像
〉
理
解
」
『
基
督
教
学
研
究
』
第
二
十
二
号
、
一
ー
　
　
　
　
　
　
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
西
田
幾
多
郎
」
『
日
本
哲
学
史
研
究
』

　
　
　
　　
二
〇
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
号
、
一
ー
二
六
頁

二
〇
〇

三　
「
変
化
の
自
己
化
と
し
て
の
時
間
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
　
　
ニ
○
〇
七
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
探
究
の
論
理
」
『
デ
ィ
ア
ロ

　
　
　
　　
の
時
間
論
の
再
検
討
」
『
人
間
存
在
論
』
第
十
五
号
、
一
一
三
ー
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ス
ー
手
探
り
の
中
の
対
話
』
片
柳
榮
一
編
著
、
晃
洋
書

　
　
　
　　
一
二
二
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
、
一
九
ー
三
五
頁

　
　
　　
　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論
の
形
而
上
学
的
背
景
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
「
現
代
世
界
の
多
元
性
と
対
話
の
可
能
性
」
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
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